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想像し、保護者のス トー リー で語られる子ども像
を重ね合わせていくのである。このような中で確
認されるべきことは、現実はただ一つではあるが、
子どもの状態像は多くの可能性を持っていること
である。このことは多くのアプローチが存在する
ことを示している。発達援助的な関わりは、子ど
もたちに関わるすべての人々に開かれている。そ
れぞれの立場で、「私ならではの子どもとのつな
58
がり方」があるのだという可能性と自信を持って
臨んでいきたいものだ。
3。関係を築くこと・関係をつなぐこと
子どもたちと関係を築くときに大切なのは、そ
のプロセスである。児童期の子どもの場合、カウ
ンセラーに会いに来ること自体に必要性を感じる
ことは少ない。自分をニュートラルに受け止めて
もらえる大人であるということ、自分を受容的に
受け止めてもらえるという実感を、カウンセラー
は何らかの方法でメッセージとして子どもに発信
する必要がある。思春期の子どもも同様である。
自分がなぜ元気が出ないのか、自分はいったい何
者であるかというような漠然とした不安があり、
自分が感じている感情を口に出しても良いのか、
日にすること自体恥ずべきことではないかと悩む
とき、目の前のカウンセラーがそれを伝えるに遮ゝ
さわしい人物であるかどうかということは、自分
の尊厳を守る意味でも重要なポイントである。そ
の不安を払拭するために、私たちカウンセラーは
良好で対等な関係を築くことが第一義的なことと
して考える必要がある。
子どもとの出会いは、「無知の質問」と、「積極
的な関心」をもって臨むとスムーズにいく場合が
多い。大人は目の前の子どもがどのような内的体
験世界を持っているのかということに、大きな関
心を持つのだ。それは誰かのス トー リーに登場す
る 「子ども」ではなく、目の前の子の内面にある
「この子」である。語られる言葉や、語られない
けれど伝わってくる非言語的メッセージは、別の
誰かにとっては真実ではないかもしれないが、こ
の子にとっては 「内的真実」であることは確かで
ある。子どもが表す 「内的真実」に積極的な関心
を持って耳を傾けること、畏敬の念を持って耳を
傾ける態度は、必然的に相手を尊重する態度を生
む。
関係を築くための方法はさまざまだが、ここで
紹介する事例では、言語的な心理面接の他に、両
者をつなぐための媒介物が大きな意味を持ってい
る。小学生や中学生の場合、つなぐための媒介物
(共有する場 0もの)が、カウンセラーが選ぶと
いうよりも本人が選んで提供してくれる場合が多
い。それは、最初は自己防衛的に自分を守るもの
であり、他者を寄せ付けないガード (柵)のよう
なものであるかもしれない。しかし、そのことも
含めて受け止め積極的な関心を持っていくと、そ
のガード (柵)自体が強力なつなぎ役を演じてく
れる場合がある。むしろ臨床場面ではそうなるこ
とのほうが多いように思う。
先に保護者の面談で述べたような、ス トー リー
をパラレルに幾重にも重ね合わせて創っていくよ
うなイメージづくりがここでも行われる。現実の
子どもの状況と子どもが語る言葉、子どもの行動
とその媒介物を介したカウンセラーとのやり取り
が、複数のス トー リーを作り、カウンセラーであ
る私のイメージの中でぼんやりと象られていく。
中学生事例では日記や本、箱庭が媒介物となっ
ている。また、小学生事例では遊びと箱庭、そし
て、母親の語りがイメージを作り上げる材料になっ
ている。関係を創り、関係をつなぐ中であらわれ
てくる子どもの物語を紹介していく。
テーマに挙げた 「不登校という物語を生きる」
とあらわしたのは、「いわゆる現象としての不登
校」という意味で書きあらわしたものであり、筆
者としては、「それぞれのかけがえのない唯一の
物語」として描きたいという意図があることを確
認しておきたい。
4。「私らしく生きること一アイデンティティの
確立に関わる体験としての不登校」
～A子 (中学2年生)の場合～
(1)初回面談
A子とSCである筆者と出会ったのは2年生も
終わりの3月。クラスメートと一緒の時は明るく
はしゃいでいたが、始業の合図が鳴るとあわてて
クラスに戻る生徒の中で、何となくそこにいたA
子と何気ない話をしているうちに、ちょっとした
沈黙の後、「家がおもしろくない。学校も00・。」
とぽつりと言った。
第 1回目の面接では、「家族が言い争いをする。
私はその中にいて黙っているが、どう振る舞って
いいのかわからない。家族の誰ともうち解けられ
ないし、大事にされていないような気がする。思
いを口にするとかえって大ごとになってしまうと
思い、黙ってしまう。そういう自分が嫌になる。」
と家族を語り、さらに 「誰とでもうまく話を合わ
せていかないと、相手に悪いような気がする。他
人にどう思われているのか気になる。嫌われたく
なくて一生懸命に気を遣い、そのうちに、私って
何だろうって虚しくなる。」と対人関係のつらさ
を語った。その後、A子は登校できなくなり、家
の中では自分の部屋のベッドで過ごすようになる。
家族との接触も断ち、窮屈なベッドの中で本を読
んだり日記を書いたりしていた。唯一外出するの
は、飼っている犬の散歩と筆者との週 1回の面接
に登校するときだ。
中学生の時期は、抽象的論理的思考が可能にな
る。それとともに知的興味も自分自身の内面に向
かう時期でもある。大人からの借り物の価値観で
はなく、自分らしい価値観を自分の力で獲得した
いと思い、揺れ動く時期であるといえる。万能感
にあ遮ゝれた理想の自己像をもらて生きていこうと
するが、現実の自分はつかめない。そもそも 「自
分」とはどういう人間かわからない。そこで他者
の目を通した自分に 「現実の自分」をみることに
なる。
このような発達段階にあるA子への心理面接は、
「空っぽの自分」と感じる自分の内面を埋めてい
くこと、実のある自分であることを確認していく
ことであり、それは思春期のアイデンティティの
確立に関わる発達課題であるという認識を持って
臨んだ。
筆者と会うA子は、楚々とした印象で大きな声
で話すこともなく、いつも微笑みを含んでいる。
筆者の前で良いクライエントを演じているような
居心地の悪さを感じ、A子がその内面をあらわす
ことができる媒介物を彼女の語りから探し出した
いと思った。A子は本を読むことが好きで、小学
生の頃に日記を書いたり、友人と交換日記をやり
取りしていたことがあると知り、筆者から、「思っ
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たことを書くことと、どんなイヽさなことでも良かっ
たと思えたことを書くのはどう?」と提案すると、
それならできるという返事をもらうことができた。
以下にその流れを示す。
(2)自己探索
0今とてもつらい。どうしていいかわからない。
苦しくて胸が詰まる。このままじゃいつか押しつ
ぶされてしまう。ここから抜け出したい。逃げた
い。どうしたらいいか誰か教えて。
・こんなに家が嫌なのに、学校に行くのも嫌なの
はなぜ?きっと、いざというときに意見の食い違
いができるのが嫌なのかもしれない。
・自分のことそんなに嫌いじゃないよ。よく頑張っ
ていると思う。でも、もう一人の自分がいたら何
もしてあげられない。ただ話を聞いてあげるしか
ない。応援したらだめになるような気がする。
・ベッドで寝ているしか自分のこと守れない。
この時期のA子が作る箱庭は、「家」がテーマ
だった。最初の箱庭では自分は家の中にいて、外
と家をつなぐ橋には大が横たわっている。家には
垣根があるのだが、家のそばを通る怪獣やお化け、
不気味な人たちのいるあたりには垣根がない。A
子は 「ちょっと横を見ればすぐに怖い人たちに気
づかれて、家の中に入ってこられる」ような状況
だ。その店滸ない垣根のない部分をかろうじて守っ
ているのが老夫婦である。一方、その反対側には
男女が 「演劇」をしている。反対側に危機的な状
況と無関係で、演劇に興じている場合ではない状
況での男と女の役者の存在は、危機に瀕している
家庭の現実をみて見ぬ8りゝをしている両親の存在
を連想させた。
(3)自己受容
・私、みている世界がどんどん狭くなっているよ
うな気がする。このごろ、ベッドにいる時間が長
いと感じる。同じ場所にいると本当に世界が狭く
て窮屈だ。
・ここから、この性格でこの場所から始めていく
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しかないって知ってるよ、私。
このころの箱庭は、対になる二つの世界を作っ
ていた。ある日の箱庭のテーマは、「にぎやかな
町」だった。家がたくさん建ち並び、その間を行
き交う人がいる。一見、にぎやかな風景だが、箱
庭の右側には一本の川があり、その川を隔てた対
岸には、狭い空間だが寂しげな世界があった。マ
リア像とお墓、十字架と幽霊が付置されている。
川の右上にはにぎやかな町と寂しげな場所をつな
ぐ橋がある。A子はその世界を語らない。
ある日の箱庭は 「子どもの世界と大人の世界」
というテーマで作られたものだった。中央に小高
く山にした部分があり、そこは子どもの世界だそ
うだ。真ん中にはピアノがあり、それを中心に小
さな動物たちが楽しそうに歌っている。その小高
い山の周囲を小さな川が周囲を取り囲んでいて、
それを境にもう一つの陸地がある。そこは 「大人
の世界」だそうだ。病院やマリア像、結婚式をす
る男女や老夫婦がいる。「子どもの世界」と 「大
人の世界」は、小さな川で区切られていてつながっ
ていない。しかし、そこを小さな亀が渡ろうとし
ている。<A子さんは、どこにいるの?>と尋ね
ると、A子は 「私はまだ子どもの世界にいる」と
答えた。大人の世界はみえているけど、そこにつ
ながる橋はない。おびえた亀がゆっくりとおそる
おそる歩みを進めている。現実の自分はまだ 「子
どもの世界」にいるけれど、彼女の精神は亀に託
して 「大人の世界」へと歩んでいるのだろうか。
A子の母は家を後にした。別れの儀式はA子と
祖父母、母親で行われた。母と祖父母は泣きなが
ら最後の別れの挨拶をしていた。哀しい場面であ
る。しかしA子は泣けなかった。泣いている母親
に言葉をかけることもできなかった。ベッドの中
のA子。筆者はただ1週間に1度だけA子と向き
合うことしかできなかった。相談室に来るだけで
精一杯なA子、何も語らず、誰を責めることもし
ないA子に、いつもより深い哀しみを感じた。筆
者にできることは、A子の哀しみ、無力感、すべ
ての感覚を我が身にしみこませること、私自身の
心と身体で感じることだった。そんな日は、A子
が帰った後もA子の感覚が取り残されたままにな
る。A子が感じているであろう寂しさの中にいて、
消えてしまいそうな自分を体験し、我が身の身体
をぎゅっと抱きじめずにはいられなかった。
(4)自己選択
・私はいつかは幸せになれるつて思っているよ。
今よりずっといい人生を送ってもいいはずだ。で
も自分は行動していない。ただ時間の中でぼ一っ
としているだけだ。
・学校に行くべきか、行かない方がいいのか二つ
の道がある。今は二つの道のどっちでもなくて、
少し離れたところにいる。そろそろ決めなくては
いけないってわかっている。
(5)自己決定
・こんな生活はもう嫌。私にはどうすることもで
きないのかな?ただ時が解決してくれるのを待っ
ているだけでいいのかな?
・掃除をするって決めたら、なんかやる気が出て
きて元気。ば一っと過ごすのもいいけど、なにか
やるって決めて一生懸命するのも気持ちがいいな。
その後、家族内の言い争いがなくなった。また、
A子は母親と距離が取れたことで、かえって素直
に話ができるようになった。両親は離婚したけれ
ど、自分にとって親であることに違いない。何か
と体調を気遣って連絡してくれる母親との関係は
安定していった。
6)自己行動
・私は自由なのに、それを自分で自由じゃなくし
ている。すべては私の思い一つなんだ。
・私はもしかしたら本当は学校に行きたいのかも
しれない。
・英語と国語の勉強をした後、布団を干してシー
ツを替えて髪を洗った。気分がいいのは天気がい
いせいばかりでなく、自分の好きなことを好きな
時間にしているから。
(7)自己実現
・学校を休んだけど無駄じゃなかった。ゆっくり
考えることができた。
・今の自分でいい。すごくつらかったこともあっ
て、なかなか本心が言えないけど。言おうとして
いる自分がすごいと思った。
・私は私のために生きていることを忘れちゃだめ
なんだ。
・自分が自分の気持ちを大切にしないと、誰も私
を大切にしてくれない。私は私らしく生きていく
ために生きている。
・誰かが私よりも頭も顔もスポーツも性格もすべ
ていいかもしれない。実際そうだとしても私は私
なんだ。これでいい。私の性格なんだから。比べ
てもどっちが劣っているということなんてない。
私には私のいいところがあるよ、きっと。
A子は教室に帰っていった。その後、筆者との
面接は当初週に1回だったが、時間が来るとあわ
てて教室に戻ることができた。A子が最後に私の
前を去るときに、立ち上がり振り向きざまに言っ
た言葉が忘れられない。「先生、楽しいことって
単純なもので、つらいことは複雑なんだ。人生っ
てそんなものなんだよ!」初秋の風に髪を揺らし、
はにかんだような笑顔で教室に帰っていくA子は、
「私らしく生きる」ことを発見した一人の女性で
あった。
(小学生の事例は紙面の関係上、省略する)
5.終わりに
『西の魔女が死んだ』(小学館)の中で、おば
あちゃんはまいに言った言葉がある。
「00悪魔を防ぐためにも、魔女になるためにも、
いちばん大切なのは、意志の力。自分で決める力。
自分で決めたことをやり遂げる力です。 000」
私が出会った子どもたちは、「不登校」という場
を選び、「自分決めたことをやり遂げる力」を培っ
ていたように思う。
